
 

 

 

 

 

 

３月１３日（金）に令和７年度第７９回卒業証書授与式を執り行いました。多くの保護者・地域・来賓の方々に

見守られ、清々しく、厳粛で、素晴らしい式典を開催することができました。 

１５１名の卒業生は、呼名では元気に大きな声で返事を行い、心を込めた美しい声で式歌や校歌を歌ってくれ

ました。さらに、生徒会長の阪本さんの答辞は、これまでの中学校生活の思いと感謝がたくさん詰まった見事なも

ので、卒業生、保護者の涙を誘う感動的な内容でした。 

また、校長式辞の中で、卒業生に次のような言葉を贈りました。 

卒業生の皆さんがこれから新しい道へと進んでいくにあたり、改めて「志」と「挑戦」という言葉を贈ります。  

今年開催された２０２６年ミラノ・コルティナ冬季オリンピックでは、多くの日本人選手が世界の舞台で自分

の夢に挑戦する姿を見せてくれました。その中の一人が、スノーボード・ハーフパイプで金メダルを獲得した戸

塚優斗選手です。戸塚選手は今回の金メダルが初めてのオリンピック出場ではありません。１６歳で出場した

最初のオリンピックでは、決勝で転倒し１１位。次の大会では金メダル候補と期待されながら、思うような演技

ができず１０位という結果でした。オリンピックは、戸塚選手にとって長い間「悔しさが残る舞台」だったのです。  

しかし、彼は、その悔しさから目をそらしませんでした。「次こそは世界一になる」という志を持ち続け、４年

間、徹底的に自分を鍛えました。そして迎えた三度目のオリンピック。戸塚選手は、世界最高難度の技を連続

で成功させ、見事、金メダルを手にしました。インタビューで彼はこう語りました。「これまでの努力が報われたと

思う」と。  

私は、この言葉の重みを強く感じました。夢は、ただ思い描くだけでは叶いません。志を持ち、何度失敗しても

挑戦を続けた人にだけ、結果はついてくるのだと思います。 

と、これからの期待を込めて伝えました。 

卒業生も保護者の皆様も教職員にとっても心に残る卒業証書授与式となりました。卒業生諸君の輝かしい未

来に、幸多きことを心から祈ります。 

今後の主な行事予定 

今年度も残りわずかとなりました。この一年を振り返り、自分の成長や課題にしっかり向き合うことが大切で

す。うまくいったことは自信に、思うようにいかなかったことは次への力に変えてください。日々の努力は必ず未来

につながります。新しい学年に向けて、気持ちを新たに一歩踏み出しましょう。皆さんのさらなる成長を心から期

待しています。 

また、現在、生徒会役員を中心に４月に実施する生徒総会の準備を進めています。来年度の大野中学校の学

校生活を自分たちの手で充実させていくための大切な取組です。伝統を引き継ぎながらも、大きく進化するため

に皆で力を合わせましょう。 

日程 学校行事 日程 学校行事 

3月 24日（火） 修了式・離任式 4月 10日（金） 標準学力検査、小学校入学式 

4月 7日（火） 赴任式・始業式 4月 13日（月） 学級集合写真 

4月 9日（木） 第８０回入学式 4月 15日（水） 対面式・歓迎遠足 
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3年生の皆さん、卒業おめでとうございます！ 


